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当
初
の
計
画
で
は
『
法
政
大
学
一
二
○
年
史
」
と
『
法
政
大
学
図
書
館
一
○
○
年
史
」
が
並
ん
で
刊
行
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
関
係
者
の
歴
史
編
纂
へ
の
熱
意
が
飽
く
こ
と
の
な
い
史
実
探
究
作
業
へ
の
傾
注
を
も
た
ら
し
、
予
定
の
刊
行
日
程
は
大
幅
に遅らされた。「法政大学一一一○年史』は、「法政大学と戦後五○年』として、一一○○四年三月に刊行された。「法
政大学図書館一○○年史』は、さらに遅れて、’’○○六年三月、ようやく刊行の運びとなった。「図書館一○○年
史』刊行の遅延については、関係者にご迷惑をおかけしたことを編集委員会としておわび申し上げたい。しかし、
遅
れ
た
分
だ
け
、
内
容
の
充
実
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
る
。
近
年
に
お
け
る
法
政
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
構
成
は
、
か
つ
て
な
い
大
き
な
変
貌
を
見
せ
て
今
曰
に
い
た
っ
て
い
る
。
そ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
構
成
の
変
化
に
対
応
し
て
、
大
学
図
書
館
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
ス
タ
ッ
フ
の
構
成
も
大
き
く
変
化
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
「
法
書
館
開
館
一
○
○
周
年
」
が
ほ
ぼ
同
時
に
記
念
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
法
政
大
学
が
私
立
の
法
律
学
校
と
し
て
開
校
し
た
の
は
一
八
八
○
年
（
明
治
一
三
年
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
一
九
年
後
の
一
八
九
九
年
（
明
治
三
一
一
年
）
に
和
仏
法
律
学
校
の
図
書
閲
覧
室
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
図
書
閲
覧
室
の
開
設
が
法
政
大
学
図
書
館
の
開
館
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
大
学
の
開
校
か
ら
約
二
○
年
遅
れ
た
時
点
に
お
け
る
図
書
館
の
開
館
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
二
○
世
紀
の
最
後
の
年
と
な
る
二
○
○
○
年
の
時
点
で
「
法
政
大
学
開
校
一
一
一
○
周
年
」
と
「
法
政
大
学
図
あ
と
が
きＩ
大
学
史
と
し
て
の
図
書
館
史
Ｉ
2８１ 
Hosei University Repository
結
果
論
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
学
部
を
問
わ
ず
専
攻
者
が
参
加
す
る
委
員
会
方
式
は
、
大
学
図
書
館
史
編
纂
に
も
っ
と
も
適
合
する方式であったと一一一一口えるであろう。大学図書館の記録作成は、通常、図書館行政の記録作成と見なされ、図書
館
実
務
の
担
当
者
と
い
わ
ゆ
る
「
図
書
館
学
」
の
専
門
家
を
中
心
に
編
纂
さ
れ
執
筆
さ
れ
る
の
が
常
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
大学の図書館記録は、そもそもまとめられた例が少ないのであるが、ともすると「図書館学」特有の限定された
視点と視野に束縛された暦年記述の記録に終わりがちであるように見受けられる。
定された執筆分担には、
文
律
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
貫かれていた。
図
書
館
長
の
招
集
で
連
絡
会
議
と
し
て
の
委
員
会
が
随
時
、
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
、
執
筆
課
題
に
対
す
る
調
査
と
執
筆
進
捗
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
た
が
、
毎
回
、
委
員
会
の
「
座
長
」
と
な
る
の
は
委
員
の
中
の
「
最
古
参
」
者
と
い
う
方
式
が
と
ら
れ
た
。
こ
の
編
集
委
員
会
に
お
い
て
「
編
集
委
員
長
」
が
置
か
れ
る
こ
と
は
な
く
、
所
属
配
分
を
問
わ
な
い
参
加
型
委
員
会
の
方
式
が
法
政
大
学
に
お
け
る
三
キ
ャ
ン
パ
ス
体
制
の
編
成
過
程
に
対
応
し
て
、
法
政
大
学
図
書
館
の
学
内
配
置
も
市
ヶ
谷
図
書
館
、
工
学
部
図
書
館
、
多
摩
図
書
館
と
そ
の
態
様
を
変
え
、
「
三
館
体
制
」
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
設
図
書
館
に
対
す
る
既
設
図
書
館
蔵
書
の
分
割
は
、
「
中
央
図
書
館
」
方
式
を
変
貌
さ
せ
る
大
事
業
と
な
っ
た
。
政
大
学
図
書
館
一
○
○
年
史
」
の
編
纂
が
取
り
組
ま
れ
た
時
期
は
、
法
政
大
学
が
世
紀
の
変
貌
を
遂
げ
る
過
程
に
あ
っ
た
時
期
で
あ
り
、
図
書
館
一
○
○
年
の
歴
史
に
対
す
る
静
態
観
察
を
試
み
る
に
は
か
な
り
不
向
き
な
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
「
法
政
大
学
図
書
館
一
○
○
年
史
』
編
纂
の
体
制
と
し
て
自
ず
と
生
み
出
さ
れ
た
の
が
、
広
い
意
味
で
の
史
学
を
専
攻
す
る
学
部
教
員
の
参
加
を
主
体
と
す
る
や
や
不
定
形
な
編
集
委
員
会
方
式
で
あ
っ
た
。
専
攻
領
域
と
の
関
連
で
選
定
さ
れ
た
執
筆
分
担
に
は
、
執
筆
の
途
次
に
お
い
て
定
年
を
迎
え
て
も
、
他
大
学
へ
転
出
し
て
も
、
変
更
や
交
代
を
不
可
と
す
る
不
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「
図
書
館
史
は
学
問
に
な
り
う
る
。
し
か
し
、
従
来
の
職
員
養
成
過
程
の
図
書
館
史
の
や
う
に
、
西
洋
の
図
書
館
の
歴
史
や
わ
が
文
庫
の
歴
史
を
講
ず
る
よ
り
も
、
わ
が
国
の
図
書
館
人
に
と
っ
て
は
、
明
治
以
降
の
わ
が
図
書
館
の
歴
史
が
必
要
で
あ
る
。
」
今
回
の
「
法
政
大
学
図
書
館
一
○
○
年
史
」
の
編
集
委
員
会
に
は
、
図
書
館
実
務
・
大
学
史
編
纂
実
務
の
関
係
者
に
加
え
、
法
制
史
、
思
想
史
、
近
代
中
国
史
、
社
会
労
働
運
動
史
の
専
攻
者
た
ち
が
参
加
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
構
成
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
政
大
学
の
図
書
館
史
編
纂
は
、
わ
が
国
の
近
・
現
代
史
把
握
と
一
体
化
し
、
故
・
長
澤
教
授
が
期
待
し
た
よ
う
な
「
明
治
以
降
の
わ
が図書館の歴史」に一ページを付け加える作業となることができたと一一一口えよう。
そ
の
際
、
こ
の
委
員
会
に
あ
っ
て
は
、
長
澤
教
授
の
図
書
館
史
の
意
義
論
を
承
け
た
上
で
、
あ
え
て
、
次
の
よ
う
な
二
視
点
を
付
け
加
え
て
い
た
。
そ
の
一
は
、
図
書
館
史
を
「
大
学
図
書
館
史
」
と
し
て
特
価
し
、
私
立
大
学
史
一
般
と
く
に
個
別
大
学
史
と
の
関
連
で
と
ら
え
る
視
点
で
あ
る
。
そ
の
二
は
、
い
わ
ゆ
る
「
図
書
館
学
」
に
対
す
る
批
判
的
評
価
と
は
違
っ
た
意
味
で
、
大
学
図
書
館
い
わ
ゆ
る
「
図
書
館
学
」
に
特
有
の
限
定
さ
れ
た
視
点
に
つ
い
て
は
、
元
法
政
大
学
教
授
の
書
誌
学
専
攻
・
長
澤
規
矩
也
氏
が
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
例
が
あ
っ
て
参
考
に
な
る
。
故
・
長
澤
教
授
は
、
一
九
五
○
年
代
の
法
政
大
学
図
書
館
に
あ
っ
て
図
書
館
委
員
を
務
め
て
い
た
。
同
時
に
東
京
大
学
図
書
館
専
門
職
員
養
成
コ
ー
ス
に
お
け
る
講
師
の
任
に
あ
っ
た
。
「
館
界
の
人
々
が
好
ん
で
使
ふ
語
で
あ
る
が
、
私
は
、
図
書
館
学
と
い
ふ
学
問
は
純
粋
の
学
問
Ｉ
と
い
は
う
か
、
科
学
と
い
は
う
か
ｌ
と
し
て
は
成
立
す
る
筈
が
な
い
と
恩
ふ
。
図
書
館
と
い
ふ
機
関
の
下
に
学
と
い
ふ
文
字
を
加
へ
て
も
、
科
学
に
は
な
る
ま
い。…これらは運営法か経営法かであって、せいぜい運営論、経営論に止まる。」（「書誌学と図書学と図書館学」、
に指摘していた。（同上）
図
書
館
学
な
る
も
の
暖
昧
さ
を
指
摘
す
る
長
澤
教
授
で
あ
っ
た
が
、
た
だ
し
、
図
書
館
史
に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
義
を
次
の
よ
う
『長澤規矩也著作集第四巻」所収。）
2８３ 
Hosei University Repository
大
学
図
書
館
一
○
○
年
史
』
は
、
踏
ま
え
た
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
に
お
け
る
。
視点である。
そ
の
よ
う
な
大
学
図
書
館
史
と
し
て
の
特
性
の
自
認
か
ら
、
本
書
に
お
い
て
は
章
別
執
筆
分
担
の
上
、
各
章
担
当
の
執
筆
者
名
を
目
次
に
特
記
し
、
表
記
に
つ
い
て
も
画
一
化
を
避
け
、
分
担
執
筆
者
の
個
別
の
研
究
調
査
の
報
告
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
あ
る
。
こ
こ
で
、
す
で
に
実
績
と
な
っ
て
い
る
法
政
大
学
図
書
館
史
と
法
政
大
学
史
と
の
関
係
を
一
覧
し
て
お
き
た
い
。
今
回
の
「
法
政
大
学
図
書
館
一
○
○
年
史
』
は
、
以
下
の
よ
う
な
、
こ
れ
ま
で
の
法
政
大
学
史
に
お
け
る
「
付
属
機
関
史
」
と
し
て
の
図
書
館
史
を
①
「
法
政
大
学
八
十
年
史
』
「
第
五
編
第
一
章
図
書
館
」
（
執
筆
山
村
喬
経
済
学
部
教
授
）
、
’
九
五
一
年
。
東
京
法
学
校
か
ら
和
仏
法
律
学
校
へ
、
さ
ら
に
法
政
大
学
へ
と
歩
む
大
学
史
の
過
程
で
、
専
門
学
校
と
し
て
の
、
そ
し
て
大
学
と
し
て
の
図
書
館
が
一
○
万
冊
図
書
館
か
ら
五
○
万
冊
図
書
館
へ
と
充
実
さ
れ
て
き
た
経
過
が
辿
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
富
士
見
町
校
舎
に
お
け
る
新
図
書
館
の
発
足
に
果
し
た
平
貞
藏
図
書
館
長
の
役
割
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
法
政
大
学
図
書
館
の
特
徴
は
、
正
岡
子
規
、
三
木
清
、
戸
坂
潤
、
服
部
之
聡
、
な
ど
の
個
人
文
庫
の
ほ
か
協
調
会
文
庫
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
②「法政大学百年史」「第三編図書館」（執筆野田正穂経営学部教授）、一九八○年。
図
書
閲
覧
室
が
図
書
館
と
な
る
経
過
に
お
い
て
、
高
木
友
三
郎
、
下
村
宏
、
安
部
能
成
、
和
辻
哲
郎
、
小
宮
豊
隆
、
野
上
豊
一郎らの教授たちによって「図書寄贈の運動」が展開され、新図書館の充実がはかられた経過が記録されて
い
る
。
ま
た
、
戦
後
の
図
書
館
に
お
い
て
早
い
時
期
か
ら
ら
日
曜
開
館
、
開
架
制
（
部
分
）
の
実
施
が
取
り
組
ま
れ
、
学
習
図
書
館
と
し
て
の
機
能
発
揮
が
は
か
ら
れ
た
経
過
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
や
が
て
、
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
政
府
刊
行
資
料
の
収
集
に
よ
る
研
究
図
書
館
と
し
て
の
機
能
発
揮
の
充
実
が
は
か
ら
れ
た
経
過
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
い
「司書的職務」を重視し、大学の事務一般とは異なった図書館特有の定型的業務の積み重ねを評価する
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④酒井勇二纂述『法政大学図書館史」（法政大学図書館発行、一九六三年）
こ
の
一
冊
は
、
法
政
大
学
の
「
図
書
館
報
」
に
分
割
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
は
書
き
下
ろ
さ
れ
た
一
書
の
草
稿
で
あ
っ
た
。
後
日
、
分
割
発
表
さ
れ
た
原
稿
を
集
成
し
、
タ
イ
プ
印
刷
「
私
家
版
」
形
態
の
一
冊
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
あ
く
ま
で
、
原
資
料
発
掘
を
心
掛
け
た
本
格
的
な
大
学
史
と
し
て
の
図
書
館
史
と
な
っ
て
い
た
。
今
回
の
『
図
書
館
一
○
○
年
史
」
は
、
そ
の
編
纂
作
業
の
起
点
を
、
こ
の
酒
井
『
図
書
館
史
」
に
置
い
て
い
る
。
図
書
館
員
の
立
場
か
ら
ま
と
め
ら
れ
た
酒
井
『
図
書
館
史
』
で
あ
っ
た
が
、
「
図
書
館
学
」
の
視
点
に
こ
だ
わ
る
図
書
館
史
で
は
な
く
、
「
大
学
史
と
し
て
の
図
書
館
史
」
を
目
指
す
内
容
に
な
っ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
、
酒
井
は
、
図
書
館
員
で
あ
る
と
と
も
に
「
法
政
大
学
八
十
年
史
』
の
編
纂
実
行
委
員
会
の
一
員
で
あ
っ
た
。
酒
井
の
調
査
に
よ
っ
て
法
政
大
学
の
開
校
年
が
一
八
八
○
年
と
確
定
さ
れ
た
経
過
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
谷
川
徹
三
総
長
が
「
八
十
年
史
」
の
序
文
で
書
き
記
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
以
上
一
一
一
点
の
「
付
属
機
関
史
」
と
し
て
の
図
書
館
史
と
は
別
に
、
大
学
図
書
館
史
と
し
て
は
お
そ
ら
く
本
邦
囑
矢
の
書
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
一
点
と
し
て
、
次
の
法
政
大
学
図
書
館
史
が
あ
っ
た
。
わ
ゆ
る
「
差
別
目
録
カ
ー
ド
」
の
問
題
に
対
す
る
図
書
館
と
し
て
の
対
応
に
は
、
と
く
に
詳
し
い
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
③「法政大学と戦後五○年」「第一一編図書館」（執筆高橋彦博社会学部教授）、二○○四年。
戦
後
直
後
期
か
ら
、
大
学
図
書
館
基
準
の
策
定
が
課
題
と
な
り
、
そ
の
過
程
で
、
私
大
図
書
館
基
準
の
確
定
が
課
題
と
な
っ
た
。
私
大
図
書
館
協
会
の
場
で
示
さ
れ
た
、
こ
の
課
題
に
対
す
る
法
政
大
学
図
書
館
の
積
極
的
な
取
り
組
み
の
経
過
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
の
法
政
大
学
図
書
館
の
主
要
課
題
と
な
っ
た
学
習
図
書
館
と
研
究
図
書
館
の
二
側
面
の
同
時
追
求
、
そ
の
課
題
と
重
な
り
あ
う
伝
統
的
図
書
館
と
電
子
図
書
館
の
二
側
面
の
同
時
追
求
を
、
大
学
図
書
館
に
け
る
「
ヤ
ヌ
ス
の
双
面
」
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
執
筆
時
点
は
本
書
の
執
筆
時
点
と
前
後
し
て
い
る
。
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法
政
大
学
の
図
書
館
史
を
「
大
学
史
と
し
て
の
図
書
館
史
」
と
し
て
実
現
す
る
背
景
と
な
る
の
は
、
以
上
に
見
た
よ
う
な
法
政
大
学
図
書
館
を
支
え
る
教
員
と
職
員
の
一
致
し
た
態
勢
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
背
景
に
、
「
図
書
館
日
誌
」
「
図
書
館
報
」
作
成
な
ど
の
図
書
館
業
務
に
関
す
る
実
務
記
録
が
あ
っ
た
こ
と
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
残
念
な
が
ら
こ
の
「
’
○
○
年
史
」
に
収
録
で
き
ず
、
充
分
に
に
紹
介
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
が
、
『
ら
い
ぶ
れ
り
あ
ん
』
『
図
書
館
白
書
Ⅱ
そ
の
現
状
と
矛
盾
（
’
九
六
一
年
）
』
「
法
政
大
学
図
書
館
個
人
文
庫
案
内
」
『
シ
ス
テ
ム
９
０
計
画
ｌ
法
大
図
書
館
の
再
構
成
』
「
舌
Ｆ
通
信
』
な
ど
の
定
期
刊
行
誌
や
小
冊
子
が
あ
る
。
こ
れ
ら
図
書
館
業
務
の
実
務
記
録
が
示
し
て
い
る
の
は
、
大
学
図
書
館
に
お
け
る
「
司
書
的
職
務
」
担
当
職
員
の
営
々
た
る
定
型
的
業
務
の
蓄
積
を
通
じ
て
大
学
図
書
館
が
大
学
の
「
心
臓
」
と
し
て
機
能
し
て
き
た
実
態
で
あ
る
。
今
回
の
図
書
館
史
編
纂
に
あ
た
っ
て
、
図
書
館
実
務
経
験
者
の
何
人
か
の
Ｏ
Ｂ
職
員
の
方
か
ら
在
職
時
の
経
験
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
お
話
を
記
録
と
し
て
残
す
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
日
時
と
参
加
者
を記して編集委員会からの感謝の一一一一戸葉とさせていただく。（敬称略）
可
能
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
大
学
図
書
館
を
大
学
の
一
書
館
史
』
の
「
は
し
が
き
」
に
再
登
場
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
酒
井
は
、
若
手
の
館
員
と
し
て
、
戦
後
の
初
代
図
書
館
長
で
あ
っ
た
井
本
健
作
の
秘
書
役
を
務
め
て
い
た
。
視
力
に
支
障
を
来
し
な
が
ら
私
立
大
学
図
書
館
協
会
常
任
理
事
の
役
割
を
果
た
す
井
本
を
支
え
て
い
た
の
は
酒
井
で
あ
っ
た
。
井
本
は
、
各
私
立
大
学
の
学
長
に
「
図
書
館
の
拡
充
充
実
を
計
る
件
」
で
要
望
を
行
い
、
そ
こ
で
大
学
図
書
館
は
大
学
の
「
心
臓
で
あ
る
」
と
の
認
識
を
求めているが（「私立大学図書館協会会報』第一一号、’九五二年二月）、この井本のアピールは、酒井の助力があって
可能となっていた。そして、大学図書館を大学の「心臓である」とする井本の宣一一一一口的な文言は、そのまま酒井『図
九
九
七
年
八
月
二
日
酒
井
勇
二
九
九
七
年
一
二
月
四
日
小
川
徹
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一
九
九
九
年
三
月
一
一
五
曰
久
松
妙
子
長
谷
川
貞
子
新
井
ナ
オ
ミ
御
子
柴
啓
子
一
九
九
九
年
一
二
月
二
○
日
川
本
情
久
松
妙
子
な
お
、
一
九
世
紀
の
末
年
と
な
る
一
八
九
九
年
の
一
○
月
一
曰
に
お
け
る
和
仏
法
律
学
校
図
書
閲
覧
室
開
設
が
法
政
大
学
図
書
館
の「起点」として確認されているが、本書第九章に付記したように、’二世紀開幕の前夜となる一一○○○年の同
じ一○月一日に、「法政大学創立一二○周年・図書館創設一○○周年記念国際シンポジウム」が竣工直後のボアソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
「
大
学
図
書
館
の
使
命
と
近
未
来
像
」
が
設
定
さ
れ
、
大
学
図
書館の電子図書館機能充実の現状と展望が検討されている。このシンポジウムは法政大学図書館の新たな「起点」
となる意義をもっていることと思われる。その詳細な記録が、法政大学図書館編「開かれた法政２１伝統と展望』
（’’○○一年三月）として刊行されているのでご参照いただきたい。
歴史は記憶であり、記録であるとともに「鑑」である。今日、法政大学は、社会の変貌に対応し大きくだいた
んに変容しつつあるように見受けられる。そのような法政大学にとって、「大学史としての図書館史」が、多様な
意
味
に
お
け
る
「
鑑
」
と
し
て
機
能
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
期
待
し
た
い
九
九
七
年
一
月
一
一
○
日
川
本
清
九
九
八
年
一
月
二
一
一
一
日
増
田
稔
’
○
○
五
年
一
一
月
三
○
日
月
二
○
日
川
本
清
関
英
司
西
沢
好
喜
長
谷
川
重
夫
『
法
政
大
学
図
書
館
一
○
○
年
史
」
編
集
委
員
会
高
橋
彦
博
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